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岩波書店は 2014 年に岩波講座として「政治哲学」のシリーズ 1を全六巻 2で出版した。










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































清水 丸山 和辻 阿部 安倍 津田 小泉 大塚 都留 宮城 南 
場（業界）の移動            
※場の移動へのた
めらいがある 





           
世の中全般の改革/
転覆/迎合を狙う 
           
※煽りへのためら
い 
           
メディアに出るこ
とが自己目的化 
           
変節漢であること
を厭わない 
           
仲間をメディア・他
の場に売り込む 
           
時代/空気/世間に飲
まれて理性を失う 
           
24 
 
ちやほやされたい            
テレビへ肯定/テレ
ビ出演 
           

















           
学者になった後で専
門分野集中時期有無 
           
当時の通説に貢献            




           








公共知識人指標 清水 丸山 和辻 阿部 安倍 津田 小泉 大塚 都留 宮城 南 
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当時の分野綜合            
複数分野扱い成功            
学界外とも広く交流            
啓蒙・教養主義的            
学界内部での派閥的
動きと無縁 
           





























































































































































































































































 指標の当てはめ結果は以下の通りである（表 4,5,6）。点数の付け方は、○が 1点、、×が




メディア知識人指標 清水 丸山 和辻 阿部 安倍 津田 小泉 大塚 都留 宮城 南 
場（業界）の移動 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
※場の移動へのため
らいがある 





○ × ○ × × 無 意
識○ 








○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
※煽りへのためらい × ○ × ○ × ○ × ○ × × × 
メディアに出ること
が自己目的化 
○ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ 
変節漢であることを
厭わない 
○ × ○ × × × × ○ × × × 
仲間をメディア・他
の場に売り込む 
○ ？ ？ ？ ○ ？ ？ ？ ？ ？ ○ 
時代/空気/世間に飲
まれる 




× × × 
ちやほやされたい ○ ？ ？ × ？ × × ？ ？ ？ ？ 
テレビへ肯定 /テレ
ビ出演 



























× ？ × × × ？ ？ ？ 
総得点 12/12 3/9 8/8 2/9 5/8 4/9 5/9 6/9 6/8 5/8 6/8 
表 4 
 




○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
学者になった後で専
門分野集中時期有無 
× ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
当時の通説に貢献 ？ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ？ ？ 




× ○ ○ × × × ？ ○ ○ ○ ○ 
専門分野での翻訳 ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 
総得点 2/5 5/6 4/6 3/6 0 3/6 3/5 5/6 6/6 4/5 4/5 
表 5 
 
公共知識人指標 清水 丸山 和辻 阿部 安倍 津田 小泉 大塚 都留 宮城 南 
当時の分野綜合 ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 
複数分野扱い成功 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ 
学界外とも広く交流 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 
啓蒙・教養主義的 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
学界内部での派閥的
動きと無縁 
× × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 
専門外での翻訳 ○ × × × × × × × × ○ ○ 































































































































































































































属性データ 清水 丸山 和辻 阿部 安倍 津田 小泉 大塚 都留 宮城 南 
生年 1907 1914 1889 1883 1883 1873 1888 1907 1912 1908 1914 
没年 1988 1996 1960 1959 1966 1961 1966 1996 2006 2005 2001 
出身地 東京 東京 兵庫 山形 愛媛 岐阜 東京 京都 東京 東京 東京 











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































竹内の分類 帝大以外卒（学歴資本－） 帝大卒（学歴資本＋） 
山の手育ち（文化資本＋） 象限Ⅱ 傍系（ex鶴見） 象限Ⅰ 正系（ex丸山） 

















 育ち 出身校 キャリア 
清水 －（下町） ＋（東京帝国大） －（学習院教授） 
丸山 ＋（山の手） ＋（東京帝国大） ＋（東大教授） 
鶴見 ＋（山の手） －（ハーバード） －（同志社教授） 
吉本 －（下町） －（東工大） －（フリーランス） 
和辻 －（地方） ＋（東京帝国大） ＋（東大教授） 
阿部 －（地方） ＋（東京帝国大） ＋（東北大教授） 
安倍 －（地方） ＋（東京帝国大） ＋（一高校長、京城
帝国大教授） 
津田 －（地方） －（早稲田大） －（早稲田大教授） 
小泉 ＋（山の手） －（慶應義塾大） －（慶應義塾長） 
大塚 －（地方） ＋（東京帝国大） ＋（東大教授） 
都留 －（地方） －（ハーバード） －（一橋学長） 
宮城 ＋（山の手） ＋（京都帝国大） －（東工大教授） 









































































































































































































































































































































































































































                                                                                                                                                  
状況ではあった。 
82 三面等価の原理は現在でも公務員試験のマクロ経済学で出題されている通説であり、三















































                                                  


























































































































































































































































南 やや高 あり あり ＋ 人 脈 形
成型 
転覆戦略 綜合戦略 
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